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評価結果の総合所見 

本課題は、電気による誘引効果と超音波による殺傷効果を組み合わせた、ジャンボタニシの工

学的防除システムの開発を目指すものである。 

目標の一部が達成できなかったものの、具体的な企業との連携を進めており、今後の取り組み

次第では次の研究開発フェーズに進める可能性がある。 

電気的刺激によりジャンボタニシが誘引捕獲可能であることはフィールド試験により確認できた。

一方、超音波による駆除も試みられたが、想定よりも局所的な効果に留まった。また、有用水生生

物への影響なども引き続き調査していく必要がある。 

産学共同体制の構築に関して、企業との共同研究にも発展しつつあるなど、社会実装に向けて

の取り組みも進めている。 
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